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結果 雲と日射量の予測 (東京電力エリア)

高解像度気象予報モデルによる
雲・日射予測の高精度化の検討

【水平解像度を高解像度化（500 mメッシュ）】
✔ 積乱雲： 雲・日射量予測の高精度化はできず  地上気温の負バイアス傾

向やエアロゾル（雲の卵（凝結核）として）の取扱導入なども予測の改善には必要
＞＞気象観測に基づく雲の知見、数値予報モデルの改良が不可欠

✔ 高解像度化することで、積雲系の水平スケールの細かい雲の表現は可能とな
るが、個々の雲の位置までは予測することはできていない

【今後の予定】
• 鉛直層数を上げた場合の比較実験の検討
• 冬季のケースの分析（2016年1月12日～2月18日）

 本研究はJST CREST「太陽光発電の予測不確実性を許容する超大規模電力最適配分制
御」（JPMJCR15K1）の中において実施された。

 予測データは気象研究所予報研究部の重点課題研究「メソスケール気象予測の改善と防災
気象情報の高度化に関する研究、副課題１：高精度高分解能モデルの開発と精度検証」に
おいて計算された結果を利用した。
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本研究はJST CREST「太陽光発電予測に基づく調和型電力系統制御のためのシステム理論構築(System Theory for Harmonized 
Power System Control Based on Photovoltaic Power Prediction, HARPS)」（研究代表者、東京工業大学井村教授） （JPMJCR15K1）
の中において、気象庁気象研究所と共同研究で実施中. 

✔ 水平解像度を高解像度化モデルに組み込む地形をより精緻に

日射にすると、

HARPS ホームページ http://harps-crest.jpn.org/
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